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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気入口、空気出口、前記空気入口から前記空気出口への空気流を生成するためのモー
タファンユニット、前記モータファンユニットに電力を供給するためのバッテリ、および
前記バッテリを充電するための第１ユニットを含む第１ハウジングを含む電気掃除機と、
前記バッテリを充電するための第２ユニットを含む第２ハウジングを含む充電器とを含む
電気掃除機システムであって、
　前記第１ユニットが前記バッテリに接続され、および前記第２ユニットが外部電源に接
続されるように適合され、かつ前記第１ユニットおよび前記第２ユニットが、前記第２ユ
ニットから前記第１ユニットへのワイヤレス電力伝送用に適合されており、
　前記第１ユニットが、前記バッテリの状態を制御するための第１制御ユニットを含み、
　前記第２ユニットが、前記バッテリの前記充電および／または前記状態を制御するため
の第２制御ユニットを含み、
　前記電気掃除機が、スティック部分であって、手持ち式ポータブル型電気掃除機を前記
スティック部分内に配置するためのスティック部分と、前記手持ち式ポータブル型電気掃
除機とを含み、前記第１ユニットが前記スティック部分内に配置され、
　前記スティック部分が第３コイルを含み、および前記手持ち式ポータブル型電気掃除機
が第４コイルを含む、
電気掃除機システム。
【請求項２】
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　前記第３コイルが前記第１ユニットに接続され、かつ前記手持ち式ポータブル型電気掃
除機が配置され得る領域に配置され、および前記第４コイルが前記手持ち式ポータブル型
電気掃除機内のバッテリに接続され、かつ前記手持ち式ポータブル型電気掃除機が前記ス
ティック部分内に配置されるときに前記スティック部分に面する前記手持ち式ポータブル
型電気掃除機の領域に配置される、請求項１に記載の電気掃除機システム。
【請求項３】
　空気入口、空気出口、前記空気入口から前記空気出口への空気流を生成するためのモー
タファンユニット、前記モータファンユニットに電力を供給するためのバッテリ、および
前記バッテリを充電するための第１ユニットを含む第１ハウジングを含む電気掃除機と、
前記バッテリを充電するための第２ユニットを含む第２ハウジングを含む充電器とを含む
電気掃除機システムであって、
　前記第１ユニットが前記バッテリに接続され、および前記第２ユニットが外部電源に接
続されるように適合され、かつ前記第１ユニットおよび前記第２ユニットが、前記第２ユ
ニットから前記第１ユニットへのワイヤレス電力伝送用に適合されており、
　前記第１ユニットが、前記バッテリの状態を制御するための第１制御ユニットを含み、
　前記第２ユニットが、前記バッテリの前記充電および／または前記状態を制御するため
の第２制御ユニットを含み、
　前記電気掃除機が、スティック部分であって、前記スティック部分内に手持ち式ポータ
ブル型電気掃除機を配置するためのスティック部分と、前記手持ち式ポータブル型電気掃
除機とを含み、前記第１ユニットが前記手持ち式ポータブル型電気掃除機内に配置され、
　前記第２ユニットが充電器内に配置され、および前記第２ユニットと前記第１ユニット
との間で電力および／または通信を伝送するために前記スティック部分内に延長コイルが
配置される、
電気掃除機システム。
【請求項４】
　前記第１ユニットが１つまたはいくつかの第１コイルを含み、および前記第２ユニット
が１つまたはいくつかの第２コイルを含む、請求項１～３の何れか一項に記載の電気掃除
機システム。
【請求項５】
　前記第２制御ユニットが、充電位置において前記電気掃除機の存在を検出するための手
段を有する、請求項１～４の何れか一項に記載の電気掃除機システム。
【請求項６】
　前記第２制御ユニットが、前記電気掃除機が充電位置にあるときに前記第１制御ユニッ
トから前記バッテリの状態に関する情報を受信する、請求項１～５の何れか一項に記載の
電気掃除機システム。
【請求項７】
　前記第２制御ユニットが、前記バッテリの充電が開始されるべきときに、および／また
は前記バッテリの充電が終了されるべきときに前記第１制御ユニットから情報を受信する
、請求項１～６のいずれか一項に記載の電気掃除機システム。
【請求項８】
　前記第１制御ユニットが、前記電気掃除機が前記充電位置にあるときにワイヤレス通信
、ＮＦＣまたは無線によって前記第２制御ユニットに情報を送信する、請求項５または６
に記載の電気掃除機システム。
【請求項９】
　前記第２制御ユニットが、前記電気掃除機が前記充電位置にあるときにワイヤレス通信
またはＮＦＣによって前記第１制御ユニットに情報を送信する、請求項５または６に記載
の電気掃除機システム。
【請求項１０】
　前記充電器が、床上、壁上またはテーブル、ベンチもしくはそれらに類するものの上に
配置されるように構成されている、請求項１～９のいずれか一項に記載の電気掃除機シス
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テム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、電気掃除機の分野に関する。より特定的には、本発明は、電気掃除
機と充電器とを含む電気掃除機システムに関する。電気掃除機は、空気入口、空気出口、
空気入口から空気出口への空気流を生成するモータファンユニット、モータファンユニッ
トに電力を供給するバッテリ、およびバッテリを充電するための第１ユニットを含む第１
ハウジングを含む。充電器は、バッテリを交換するための第２ユニットを含む第２ハウジ
ングを含む。第１ユニットおよび第２ユニットは、第２ユニットから第１ユニットへのワ
イヤレス電力伝送用に適合されている。好ましくは、第１ユニットは、バッテリに接続さ
れた第１コイルを含み、および第２ユニットは、外部電源に接続されるように適合された
第２コイルを含む。
【背景技術】
【０００２】
　電気掃除機システムは、従来技術において周知である。電気掃除機システムは、一般に
、電気掃除機、典型的にはバッテリ駆動式電気掃除機、および充電器を含む。バッテリの
充電中、電気掃除機は、充電器内またはその近傍の充電位置に配置される。充電器は、典
型的には外部電源、例えば幹線電力に接続され、電気掃除機内のバッテリに電力を伝送す
る。この伝送は、電気掃除機と充電器との両方のハウジングの穴内に配置された接触要素
、通常は金属要素によって行うことができる。別の解決策は、プラグおよびソケットによ
る解決策を用いることである。接触要素に関する問題は、充電器および／または電気掃除
機上のそれらの要素が汚れを受ける可能性があり、これにより電気掃除機と充電器との間
の接触、したがって電力伝送が低減される場合があることであり得る。別の問題は、電気
掃除機および／または充電器のハウジング内／上に追加の穴および／または結合装置を必
要とすることであり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の実施形態の目的は、上に挙げた問題のいくつかまたは少なくとも一部を軽減し
、および／または簡単に使用でき、信頼性が高く、使い易い電気掃除機システムを提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　目的の少なくともいくつかまたは一部は、独立請求項の特徴によって解決される。好ま
しい実施形態は、従属請求項に記載されている。特に断りのない限り、本発明の実施形態
は、互いに自由に組み合わせることができる。本発明は、キャニスタ型電気掃除機、ロボ
ット型電気掃除機、手持ち式ポータブル型電気掃除機、スティック型電気掃除機、直立型
電気掃除機、ならびにいわゆるツーインワン電気掃除機で使用することができる。
【０００５】
　第１の態様によれば、電気掃除機システムが開示される。電気掃除機電気掃除機システ
ムは、電気掃除機および充電器を含む。電気掃除機は、第１ハウジングを含む。第１ハウ
ジングは、空気入口、空気出口、および空気入口から空気出口への空気流を生成するため
のモータファンユニットを含む。第１ハウジングはまた、モータファンユニットに電力を
供給するバッテリと、バッテリを充電するための第１ユニットとを含む。充電器は、バッ
テリを交換するための第２ユニットを含む第２ハウジングを含む。第１ユニットはバッテ
リに接続されている。第２ユニットは、外部電源に接続されるように適合されている。第
１ユニットおよび第２ユニットは、第２ユニットから第１ユニットへのワイヤレス電力伝
送用に適合されている。
【０００６】
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　ワイヤレス電力伝送システムは、電力を時間変化する電磁場に変換する、電源、例えば
幹線電力に接続される送信ユニットと、電力を受け取り、それを、バッテリを充電するた
めまたは電気モータもしくは同様のものを動作させるために使用されるＤＣまたはＡＣ電
力に変換し戻す１つまたは複数の受信ユニットとから構成される。送信ユニットでは、入
力電力は、何らかの種類のコイルによって振動電磁場に変換され、何らかの種類のコイル
は、磁場を生成するワイヤのコイル、ＰＣＢ上のコイル構造、または同様のものとするこ
とができる。受信機内の同様のコイルは、振動電磁場を電流に変換する。開示される実施
形態では、送信ユニットは充電器に対応し、受信機は何らかの種類の電気掃除機である。
【０００７】
　実施形態によれば、第１ユニットは１つまたはいくつかのコイルを含み、および第２ユ
ニットは１つまたはいくつかのコイルを含む。
【０００８】
　実施形態によれば、第１ユニットは、バッテリの状態を制御するための第１制御ユニッ
トを含む。
【０００９】
　実施形態によれば、第２ユニットは、バッテリの充電および／または状態を制御するた
めの第２制御ユニットを含む。
【００１０】
　実施形態によれば、第２制御ユニットは、充電位置において電気掃除機の存在を制御す
る手段を有する。
【００１１】
　実施形態によれば、第２制御ユニットは、電気掃除機が充電位置にあるときに第１制御
ユニットからバッテリの状態に関する情報を受信する。
【００１２】
　実施形態によれば、第２制御ユニットは、バッテリの充電が開始されるべきときに、お
よび／またはバッテリの充電が終了されるべきときに第１制御ユニットから情報を受信す
る。
【００１３】
　実施形態によれば、第１制御ユニットは、電気掃除機が充電位置にあるときにワイヤレ
ス通信、例えばＮＦＣ（近距離通信）または無線によって第２制御ユニットに情報を送信
する。
【００１４】
　実施形態によれば、第２制御ユニットは、電気掃除機が充電位置にあるときにワイヤレ
ス通信、例えばＮＦＣ（近距離通信）または無線によって第１制御ユニットに情報を送信
する。
【００１５】
　実施形態によれば、充電器は、床上、壁上、テーブル、ベンチまたは同様のものの上に
配置されるように構成されている。
【００１６】
　実施形態によれば、第１ユニットは、電気掃除機のハウジングの壁内またはその近傍に
配置される、例えば、ハウジングの壁内に成形されるか、壁の２つの部分間に配置される
か、または例えば塗料の層の下の壁上に配置される。
【００１７】
　実施形態によれば、電気掃除装置はロボット型電気掃除機を含み、および第１ユニット
はフロントバンパー部分上またはその中に配置される。
【００１８】
　実施形態によれば、電気掃除装置はロボット型電気掃除機を含み、第１ユニットは、フ
ロントバンパー部分上またはその中に配置された１つまたは複数のコイルを含む。
【００１９】
　実施形態によれば、電気掃除装置はロボット型電気掃除機を含み、第１ユニットは、ハ
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ウジングの下面内またはその近傍に配置された第１コイルを含む。
【００２０】
　実施形態によれば、電気掃除装置は、電気掃除機を直立した格納位置で支持するように
構成された底部を有するポータブル型手持ち式電気掃除機、特に湿式および乾式電気掃除
機を含み、第１ユニットの少なくとも一部は前記底部内またはその近傍に配置される。
【００２１】
　実施形態によれば、充電器は、充電位置において電気掃除機の底部を支持するための支
持面を含む。
【００２２】
　実施形態によれば、支持面は水平であり、および電気掃除機の底部は平坦である。
【００２３】
　実施形態によれば、支持面は水平であり、１つまたは複数の突起を備え、および電気掃
除機の底部は、充電位置において突起に嵌合する１つまたは複数の開口を含む。
【００２４】
　実施形態によれば、支持面は水平であり、１つまたは複数の開口を備え、および電気掃
除機の底部は、充電位置において開口に嵌合する１つまたは複数の突起部を含む。
【００２５】
　実施形態によれば、電気掃除機は、スティック部分であって、手持ち式ポータブル型電
気掃除機をスティック部分内に配置するためのスティック部分と、そのような手持ち式ポ
ータブル型電気掃除機とを含み、第１ユニットはスティック部分内に配置される。
【００２６】
　実施形態によれば、バッテリはスティック部分内に配置される。
【００２７】
　実施形態によれば、スティック部分は第３コイルを含み、および手持ち式ポータブル型
電気掃除機は第４コイルを含む。
【００２８】
　実施形態によれば、第３コイルは第１ユニットに接続され、かつ手持ち式ポータブル型
電気掃除機が配置され得る領域に配置され、および第４コイルは手持ち式ポータブル型電
気掃除機内のバッテリに接続され、かつ手持ち式ポータブル型電気掃除機がスティック部
分に配置されるときにスティック部分に面する手持ち式ポータブル型電気掃除機の領域に
配置される。
【００２９】
　実施形態によれば、電気掃除機は、スティック部分であって、手持ち式ポータブル型電
気掃除機をスティック部分内に配置するためのスティック部分と、そのような手持ち式ポ
ータブル型電気掃除機とを含み、第１ユニットは手持ち式ポータブル型電気掃除機内に配
置される。
【００３０】
　実施形態によれば、第２ユニットは充電器内に配置され、および第２ユニットと第１ユ
ニットとの間で電力および／または通信を伝送するためにスティック部分内に延長コイル
が配置される。
【００３１】
　実施形態によれば、電気掃除機は、スティック型または直立型電気掃除機を含み、第１
ユニットは、使用中に使用者に面する領域に配置され、および第２ユニットは、充電器の
垂直方向に延びる部分内に配置される。
【００３２】
　実施形態によれば、電気掃除機は、スティック型または直立型電気掃除機を含み、第１
ユニットはノズル内に配置される。
【００３３】
　実施形態によれば、第２ユニットは、充電器の水平に延びる部分内に配置される。
【００３４】
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　実施形態によれば、電気掃除機はキャニスタ型電気掃除機を含み、および第１ユニット
は、ハウジングの側部、ハウジングの後部、またはハウジングの下面に配置される。
【００３５】
　有利には、電気掃除機システムは、電気掃除機ハウジングおよび充電器のハウジングの
両方の穴の数を減らす。特に、ごくわずかな穴における密閉の必要性を低減することによ
り、製造時間が短縮される。好ましくは、いくつかの穴を密閉する必要性を低減すること
ができ、接触要素のための穴のないハウジングを、ハウジングに入る塵、湿分または液体
からより抵抗性にすることができる。
【００３６】
　本発明の様々な態様（その特定の特徴および利点を含む）は、以下の詳細な説明および
添付図面から容易に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】電気掃除機システムを示す。
【図２】手持ち式電気掃除機を含む電気掃除機システムを示す。
【図３】ロボット型電気掃除機を含む電気掃除機システムを示す。
【図４】スティック型電気掃除機を含む電気掃除機システムを示す。
【図５】ツーインワン電気掃除機を含む電気掃除機システムを示す。
【図６】キャニスタ型電気掃除機を含む電気掃除機システムを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　次に、本発明を、例示的な実施形態が示されている添付の図面を参照してより詳細に説
明する。しかしながら、本発明は、本明細書に記載の実施形態に限定されるものと解釈さ
れるべきではない。以下の説明を通して、適用可能な場合、同様の要素、部品、物品また
は特徴を示すために同様の参照番号が使用されている。
【００３９】
　図１は、電気掃除機システム（１）を示す。電気掃除機システム（１）は、電気掃除機
（１０）、例えばロボット型電気掃除機、手持ち式電気掃除機、スティック型電気掃除機
、直立型電気掃除機またはキャニスタ型電気掃除機と、充電器（２０）とを含む。電気掃
除機（１０）は、第１ハウジング（１１）を含む。第１ハウジング（１１）は、空気入口
（１２）と、空気出口（１３）と、空気入口（１１）から空気出口（１２）への空気流（
Ｆ）を生成するためのモータファンユニット（１４）とを含む。モータファンユニット（
１４）によって生成された空気流（Ｆ）は、空気入口（１２）から塵分離ユニット（１８
）に塵およびごみくずを運ぶ。塵分離ユニット（１８）では、塵およびごみくずが空気流
（Ｆ）から分離され、空気流（Ｆ）はモータファンユニット（１４）を通って空気出口（
１３）まで続く。塵分離ユニット（１８）は、空気透過性の塵バッグ、フィルタまたは１
つもしくはいくつかのサイクロンの形態であり得る。
【００４０】
　第１ハウジング（１１）はまた、モータファンユニット（１４）に電力を供給するため
の、１つまたはいくつかのバッテリまたはバッテリパックを含むバッテリ（１５）を含む
。第１ハウジングはまた、バッテリ（１５）に接続されたワイヤレス電力伝送用の第１ユ
ニット（１６）を含む。第１ユニット（１６）は、バッテリ（１５）を充電するために接
続される。第１ユニット（１６）は、バッテリの状態を制御するための第１制御ユニット
（１７）を含む。第１ユニット（１６）は第１コイル（１９）を含み、バッテリ（１５）
に接続されている。
【００４１】
　充電器（２０）は、第１ユニット（１６）へのワイヤレス電力伝送のための第２ユニッ
ト（２６）を含む第２ハウジング（２１）を含む。ワイヤレス電力伝送は、電気掃除機（
１０）のバッテリー（１５）を充電するためのものである。第２ユニット（２６）は第２
コイル（２９）を含み、外部電源（２２）、例えば幹線電力に接続されるように適合され
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ている。第２ユニット（２６）は、バッテリ（１５）の充電および／またはバッテリ（１
５）の状態を制御するための第２制御ユニット（２７）を含む。第２制御ユニット（２７
）は、充電器（２０）内のまたは充電器（２０）に近い充電位置における電気掃除機の存
在を制御するための手段（２８）を有する。充電器は、充電器を外部電源（２２）に接続
するためのコネクタ（２３）を含む。コネクタ（２３）は第２ユニット（２６）に接続さ
れ、それによって第２コイル（２９）にも接続される。
【００４２】
　第２制御ユニット（２７）は、電気掃除機（１０）が充電位置にあるときに第１制御ユ
ニット（１７）からバッテリ（１５）の状態に関する情報を受信する。
【００４３】
　第２制御ユニット（２７）は、バッテリ（１５）の充電が開始されるべきときに、およ
び／またはバッテリ（１５）の充電が終了されるべきときに第１制御ユニット（１７）か
ら情報を受信する。
【００４４】
　第１制御ユニット（１７）は、電気掃除機（１０）が充電位置にあるときにワイヤレス
通信、好ましくはＮＦＣ（近距離通信）または無線通信によって第２制御ユニット（２７
）に情報を送信する。
【００４５】
　第２制御ユニット（２７）は、電気掃除機（１０）が充電位置にあるときにワイヤレス
通信、好ましくはＮＦＣ（近距離通信）または無線通信によって第１制御ユニット（１７
）に情報を送信する。
【００４６】
　図１において、充電器（２０）は、床上に位置付けられるか、壁に取り付けられるか、
棚、テーブル、ベンチもしくはそれらに類するものの上に置かれるか、電気掃除機用のス
タンド内に取り付けられるか、または他の適切な方法で配置されるように配置可能である
。
【００４７】
　図２ａ～図２ｃには、ポータブル型手持ち式電気掃除機を備えた電気掃除機システム、
特に手持ち式の湿式および乾式電気掃除機が示されている。
【００４８】
　この電気掃除機システムは、図１に示すものと同じ部品を有する。
【００４９】
　電気掃除機システム（１）は、ポータブル型手持ち式電気掃除機（１０）、特に湿式お
よび乾式電気掃除機を含む。湿式および乾式電気掃除機では、塵分離ユニット（１８）は
空気から液体も分離するように構成される。塵分離ユニット（１８）は、空気流（図示せ
ず）から分離された汚れた空気のための容器も含む。
【００５０】
　電気掃除機（１０）を直立した格納位置で支持するように構成された底部（３１）を含
む第１ハウジング（１１）である。第１ユニット（１６）の少なくとも一部は、前記底部
（３１）内またはその近傍に配置される。第１ユニット（１６）は第１コイル（１９）を
含む。第１コイル（１９）は、前記底部（３１）内またはその近傍に配置される。
【００５１】
　充電器（２０）は、第２ハウジング（２１）を含む。第２ハウジング（２１）は、充電
位置において電気掃除機の底部（３１）を支持するための支持面（３２）を含む。
【００５２】
　第２ユニット（２６）の少なくとも一部は、前記支持面（３２）内またはその近傍に配
置される。第２ユニットは、第２コイル（２９）を含む。第２コイル（２９）は、前記支
持面（３２）内またはその近傍に配置される。
【００５３】
　支持面（３２）は水平であり、電気掃除機の底部（３１）は平坦である。
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【００５４】
　あるいは、図２ｂに見られるように、支持面（３２）は、水平であり、１つまたは複数
の突起（３６）を備え、および電気掃除機の底部は、充電位置において突起（３６）に適
合する１つまたは複数の開口（３５）を含む。
【００５５】
　あるいは、図２ｃに見られるように、支持面（３２）は、水平であり、１つまたは複数
の開口（３３）を備え、および電気掃除機の底部（３１）は、充電位置において開口（３
３）に嵌合する１つまたは複数の突起（３４）を含む。この場合、電気掃除機の突起は、
電気掃除機が転倒することなく平坦な表面上に立つことができるような数のものであり、
かつそのように立つことができるように配置されることが好ましい。
【００５６】
　図３ａ～図３ｂは、ロボット型電気掃除機を含む電気掃除機システムを示す。
【００５７】
　ロボット型電気掃除機システムは、図１に示すものと同じ部品を有する。
【００５８】
　ロボット型電気掃除機（１０）は、第１ハウジング（１１）を含み、フロントバンパー
部分（４１）を含む。フロントバンパー部分（４１）は、ロボット型電気掃除機の主ハウ
ジングに対して移動可能である。その考えは、バンパーが主ハウジングに対して移動する
とき、それは障害物の指示であり、ロボット型電気掃除機は停止、方向の変更、または何
らかの他の動作を行うべきであるというものである。第１ユニット（１６）の少なくとも
一部は、フロントバンパー部分（４１）上またはその中に配置される。第１ユニット（１
６）は、１つまたは複数の第１コイル（１９）および第１制御ユニット（１７）を含む。
フロントバンパー部分（４１）上またはその中には、少なくとも第１コイル（１９）が配
置されている。
【００５９】
　フロントバンパー部分（４１）中に配置された第１コイル（１９）は、バンパー部分内
に成形されるか、バンパー部分の２つの部分間に配置されるか、または例えば塗料の層の
下のバンパー部分上に配置され得る。
【００６０】
　あるいは、図３ｂに見られるように、第１ハウジング（１１）は、ハウジングの下面内
またはその近くに配置された１つまたは複数の第１コイル（１９）を含む第１ユニット（
１６）を含む。１つまたは複数の第２コイル（２９）を含む第２ユニット（２６）は、ロ
ボット型電気掃除機の下面に面して配置される。好ましくは、充電器（２０）は、ロボッ
ト型電気掃除機の下に隆起領域を含み、その結果、第１コイル（１９）と第２コイル（２
９）との間の距離を低減させることができる。
【００６１】
　図４ａ～図４ｂは、電気掃除機がスティック型および／または直立型電気掃除機を含む
電気掃除機システムを示す。
【００６２】
　スティック型または直立型電気掃除機（１０）および充電器（２０）は、図１と同じ部
分を有する。
【００６３】
　スティック型または直立型電気掃除機（１０）は、空気入口（１２）が配置されたノズ
ル（５８）を含む。ノズル（５８）は、主に床の清掃中に使用されるように配置されてい
る。スティック部分（５１）はまた、ハンドル（５７）を有し、それは電気掃除機の電源
オン／オフ、パワー調整等のためのスイッチ手段（図示せず）を備えている。
【００６４】
　第１ユニット（１６）は、使用中に使用者に面する電気掃除機（１０）の領域（４２）
に配置され、第２ユニット（２６）は充電器（２０）の垂直に延びる部分に配置される。
【００６５】
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　第１ユニット（１６）は、使用中に使用者に面する領域（４２）に配置された第１コイ
ル（１９）を含み、第２ユニット（２６）は、電気掃除機が充電位置にあるときに前記領
域（４２）に面する充電器（２０）の垂直方向に延びる部分中に配置された第２コイル（
２９）を含む。
【００６６】
　あるいは、図４ｂに見られるように、電気掃除機システムは、第１コイル（１９）がノ
ズル（５８）内に配置されたスティック型または直立型電気掃除機を含む。第２コイル（
２９）を含む第２ユニット（２６）は、充電器（２０）の水平に延びる部分に配置される
。
【００６７】
　図５ａ～図５ｂは、電気掃除機を備えた電気掃除機システムを示しており、手持ち式ポ
ータブル型電気掃除機をスティック部分内に配置するためのスティック部分と、そのよう
な手持ち式ポータブル型電気掃除機とを含む。
【００６８】
　図５ａ～図５ｂの電気掃除機および充電器は、図１に示されているものと同じ部品を有
する。
【００６９】
　電気掃除機（１０）は、手持ち式ポータブル型電気掃除機（５２）とスティック部分（
５１）とを含む。手持ち式ポータブル型電気掃除機（５２）は、例えばテーブル、家具等
の清掃のためにスティック部分から離して使用することができる。手持ち式ポータブル型
電気掃除機（５２）がスティック部分（５１）内に配置されるとき、それは主に床の清掃
に使用される。電気掃除機は、空気入口（１２）が配置されたノズル（５８）を有する。
スティック部分（５１）はまた、ハンドル（５７）を有し、それは電気掃除機の電源オン
／オフ、パワー調整等のためスイッチ手段（図示せず）を備えている。
【００７０】
　第１ユニット（１６）は、スティック部分（５１）に配置されている。第１ユニット（
１６）は、手持ち式ポータブル型電気掃除機（５２）内に配置されたバッテリ（１５）に
接続されている。スティック部分（５１）と手持ち式ポータブル型電気掃除機（５２）と
の間の接続は、公知の方法で接点（図示せず）によって作ることができる。第１ユニット
（１６）は、第１コイル（１９）および第１制御ユニット（１７）を含む。充電器（２０
）は、好ましくは充電位置において第１コイルに面する第２コイル（２９）と、第２制御
ユニット（２７）とを含む第２ユニット（２６）を含む。
【００７１】
　図５ａでは、スティック部分（５１）が、第１ユニット（１６）に接続された第２バッ
テリ（１５'）を含むことも示されている。第１ユニット（１６）は、この第２バッテリ
の充電を制御すると共に、手持ち式ポータブル型電気掃除機（５２）内の第２バッテリか
らモータファンユニット（１４）への電力の伝送を制御する。
【００７２】
　図５ａでは、スティック部分（５１）内に第３コイル（５５）を有することも開示され
ている。手持ち式ポータブル型電気掃除機は第４コイル（５６）を含む。第３コイル（５
５）は、第１ユニット（１６）に接続され、かつ手持ち式ポータブル型電気掃除機（５２
）が配置され得る領域に配置される。第４コイル（５６）は、第３制御ユニット（６０）
を介してバッテリ（１５）に接続されている。第３制御ユニット（６０）は、第１制御ユ
ニットが図１に示す実施形態において充電を制御するのと同様の方法でバッテリの充電を
制御する。第３制御ユニットは、手持ち式ポータブル型電気掃除機（５２）内に配置され
る。第４コイル（５６）は、手持ち式ポータブル型電気掃除機がスティック部分に配置さ
れるときにスティック部分（５１）に面する手持ち式ポータブル型電気掃除機（５２）の
領域に配置される。第３コイル（５５）および第４コイル（５６）は、手持ち式ポータブ
ル型電気掃除機がスティック部分に配置されているときに互いに向き合っている。第３お
よび第４コイルは、電力および情報をスティック部分から手持ち式ポータブル型電気掃除
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機に伝送する。第２コイル（２９）と第２制御ユニット（２７）とを含む第２ユニット（
２６）が充電器（２０）内に配置されている。
【００７３】
　図５ｂには、第２ユニット（２６）が充電器（２０）内に配置された電気掃除機システ
ムが開示されている。第１ユニット（１６）は、手持ち式ポータブル型電気掃除機（５２
）内に配置される。第１ユニット（１６）は、第１コイル（１９）および第１制御ユニッ
ト（１７）を含む。第１ユニット（１６）は、バッテリ（１５）に接続されている。手持
ち式ポータブル型電気掃除機（５２）を配置することができるスティック部分（５１）は
、延長コイル（５３）を含む。延長コイルは、手持ち式ポータブル型電気掃除機中の第１
コイル（１９）を介したチェンジャーからバッテリ（１５）への電力伝送中に第２コイル
（２９）からの磁界を延長する。
【００７４】
　延長コイル（５３）は、第２ユニット（２６）と第１ユニット（１６）との間およびそ
の逆の通信用中継ステーションとして機能することもできる。
【００７５】
　延長コイル（５３）は、その一部が第２コイル（２９）の少なくとも一部に近接または
面するようにスティック部分（５１）中に配置される。さらに、延長コイル（５３）は、
その一部が第１コイル（１９）の少なくとも一部に近接または面するようにスティック部
分（５１）中に配置される。延長コイル（５３）は、第２ユニット（２６）と第１ユニッ
ト（１６）との間で電力および／または通信を伝送するためにスティック部分（５１）中
に配置される。
【００７６】
　図６ａおよび図６ｂは、キャニスタ型電気掃除機を備えた電気掃除機システムを示す。
【００７７】
　図６ａおよび図６ｂのキャニスタ型電気掃除機および充電器は、図１と同じ部品を有す
る。
【００７８】
　キャニスタ型電気掃除機は、主に床上で使用されるように意図されている。電気掃除機
（１０）は、電気掃除機に接続されたホース（５９）を含み、ホースの他端には空気入口
（１２）を備えたノズルが配置されている。
【００７９】
　電気掃除機は、第１制御ユニット（１７）と第１コイル（１９）とを含む第１ユニット
（１６）を有する。第１ユニット（１６）は、バッテリ（１５）に接続されている。第１
コイル（１９）は、ハウジングの側部、ハウジングの後部、またはハウジングの下面に配
置される。
【００８０】
　図６ａでは、第１コイル（１９）は電気掃除機の後部に配置されている。第２コイル（
２９）は充電器（２０）内に配置される。第１コイル（２９）および第２コイル（２９）
は、充電中に互いに近接するまたは向き合うように配置されている。
【００８１】
　図６ｂにおいて、第１コイル（１９）は、第１ハウジング（１１）の底部／下面に配置
されている。第２コイル（２９）は充電器（２０）内に配置されている。充電器の少なく
とも一部は、充電中に電気掃除機の第１ハウジング（１１）の下に配置される。この位置
において、第１コイル（１９）および第２コイル（２９）は、充電中に互いに近接するま
たは向き合うように配置される。
【００８２】
　上記中、添付の特許請求の範囲内で定義されているような本発明による電気掃除機の実
施形態を説明してきた。これらは単に非限定的な例であるとみなすべきである。当業者に
理解されるように、本発明の範囲内で多くの修正形態および代替実施形態が可能である。
【符号の説明】
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【００８３】
　１　電気掃除機システム
　１０　電気掃除機
　１１　第１ハウジング
　１２　空気入口
　１３　空気出口
　１４　モータファンユニット
　１５　バッテリ
　１６　第１ユニット
　１７　第１制御ユニット
　１８　塵分離ユニット
　１９　第１コイル
　２０　充電器
　２１　第２ハウジング
　２２　外部電源
　２３　コネクタ
　２６　第２ユニット
　２７　第２制御ユニット
　２８　手段
　２９　第２コイル
　３１　底部
　３２　支持面
　３３　開口
　３４　突起
　３５　開口
　３６　突起
　３７　取っ手
　４１　バンパー部分
　４２　電気掃除機の領域
　５１　スティック部分
　５２　手持ち式電気掃除機
　５３　延長コイル
　５５　第３コイル
　５６　第４コイル
　５７　ハンドル
　５８　ノズル
　５９　ホース
　６０　第３制御ユニット
　Ｆ　空気流
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